
～ 激変するモノづくり産業への挑戦 ～

フリュー株式会社 ガールズ科学研究所 三輪所長

『新事業への挑戦とトレンド・潜在ニーズへの対応』

オムロン㈱の新事業「プリントシール機」は、業界No.1に！
オムロン㈱は、なぜ新事業に挑戦し、どのように成功したのか？

世の中のトレンドやニーズの変化に対応するためのヒント、お伝えします。

【セミナーの概要】

日 時 2017年 12月 14日(木) 18：00開始～20：00終了予定（17：30受付開始）

会 場 岡崎商工会議所 503会議室

対 象 経営者、管理職、新事業担当者 次世代の管理職候補 など

定 員 20名 （申込み締切：12月12日（火））※定員になり次第受付を終了いたします。

受講料 無料 （1社2名程度まで）

内 容 裏面の「プログラム」をご参照ください

主 催 岡崎商工会議所、岡﨑信用金庫、日本政策金融公庫、岡崎市

【申し込み】

岡崎市役所 商工労政課 担当：天野・晝田（ヒルタ） 宛 ■ＦＡＸ：0564-23-6213
■MAIL shoko@city.okazaki.lg.jp ■電話 0564-23-6503 「激変セミナー」申込書

※ご記入いただいた情報は、岡崎商工会議所及び岡崎市からの各種連絡・情報提供のために利用するほか、参加者名簿として講師へ配付します。

受講者名 事業所名 電話 FAX

2名以上の参加も
可能です。
何名で参加かを
ご記入ください

ものづくり産業をとりまく環境は激変しています。電気自動車化や自動運転の普及、IoT（モノのインター
ネット化）、更なるグローバル化・国際競争の激化・・・。環境変化は既存のビジネスを破壊する脅威である
と共に、新たなビジネスチャンスをもたらすものでもあります。トレンドやニーズの変化に対応して、新たな
事業を成功させるためにはどうしたら良いのか？
オムロン㈱が新事業としてエンタテイメント事業に参入して成功を収めた経緯と共に、トレンドやニーズの

変化の捉え方について、フリュー株式会社 ガールズ科学研究所 所長 三輪 哲也 氏にお話し頂きます。

【こんな方におすすめ】

・新規プロジェクトを立ち上げたが、どのように推進していくか迷っている方

・既存事業の売上好調だが、将来を見据え、新規事業をはじめたい方

・事業転換に興味がある方

・新しいビジネスのアイディアを得たい方

・新規事業をスタートしはじめた方

mailto:shoko@city.okazaki.lg.jp


【お問い合わせ】

岡崎市役所 商工労政課 担当：天野・晝田（ヒルタ）

■電話 0564-23-6503 ■ＦＡＸ：0564-23-6213

■MAIL shoko@city.okazaki.lg.jp
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１．オムロン㈱が
新事業に挑戦し、

業界トップとなるまで

 オムロン㈱は新事業としてエンタテインメント分野へと参入。最初の
商品は大失敗。そこから学びを得て、やがて業界トップシェアを獲得。

 「どのように新事業を成功させたのか？」について、実例をご紹介頂
きます。

 会場の皆様から講演内容や事業転換に関する質問等をお伺いし、講師
であるフリュー㈱ ガールズ科学研究所 三輪所長にお答え頂きます。

【（仮）プログラム】 ※内容は、一部変更となる場合がございます。

【協力】チーム岡崎

【講師紹介】 フリュー株式会社 ガールズ科学研究所 所長 三輪 哲也 氏

1993年にオムロンに入社。OA機器の技術開発に従事。
2001年からオムロンのプリントシール機の企画開発に従事。
・新機種のメインプランナー（企画）
・通信サービスの基本設計
・プリントシール機稼働状況把握システムの構築

などに取り組む。
オムロンの関連会社を経て、2007年フリュー株式会社に転社。
現在は、同社ガールズ総合研究所リサーチ部リサーチ部部長とし
てマネージメントを行う傍ら、ガールズ科学研究所長として、
ガールズトレンド事業に関する綿密かつ論理的な調査を指揮する。
また『GIRLS'TREND 研究所』他に対して調査プラットホームの
提供を行い、それらの調査結果を科学的に裏付ける。
*プリクラウド…フリューが独自に開発したプリントシール機向け
社内用マーケティングシステム

２．フリューの
「動的ビジョン経営」

 新事業は法人化され、フリュー㈱を設立。同社は、成功確率５０％を
１００％にする「動的ビジョン経営」を採用。

 社員の自己実現と会社の成長との両立する「動的ビジョン経営」を解
説して頂きます。

３．トレンド・ニーズの
変化への対応方法

 フリュー㈱として独立後、最近では「すべてのGIRLSをHAPPYに」を
コンセプトに、「GIRLS’ TREND研究所」と「ガールズ科学研究所」
から成る「ガールズ総合研究所」を設立。

 どのようにトレンド・ニーズの変化を知り、新たなアイデアを顧客に
提案していくのかについて、お伺いします。

4 ．質疑応答

三輪 哲也（みわ てつや）
フリュー株式会社 『ガールズ科学研究所』所長
東京工業大学 工学部 経営工学科 卒業
1993年4月オムロン株式会社入社
2014年 『ガールズ科学研究所』所長就任
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